
№ 講座名 講座の概要 講師名 備考
受講者数

について

オンライン

対応

中学生

対応

1
テクノロジーを活用した

ウェルビーイング看護学を学ぼう

日本では、医療の場が病院から在宅・施設にシフトし、医療ニーズ

をもちながら在宅で療養する高齢者が急増しています。さらに、自

然災害、新興感染症流行、少子高齢化・人口減少などによって

今後医療ニーズとマンパワーのミスマッチが深刻となります。このよう

な状況では様々なテクノロジーを看護に活用することが欠かせませ

ん。私たちは特に在宅の高齢者のウェルビーイング（満たされた状

態）を実現するために新しい次世代看護ケアやそのための機器開

発等を行っています。本講座ではこのように以前とは少しずつイメー

ジが変わってきている、特に機器やテクノロジーを活用した、近未来

の看護について紹介します。

共同研究講座

ウェルビーイング看護学

共同研究講座教授

松本　勝

共同研究講座講師

幅　大二郎

・プロジェクター、スクリーン、

マイク等の準備が必要

・対応可能時期：応相談

特になし 可 可

2
テクノロジーを活用した

近未来の看護を知ろう

看護の技術は「art（アート）」であるといわれ、掌（てのひら）を

使った技術のイメージが強いですが、実際看護師の周りは体温計

や血圧計、人工呼吸器など様々な機器であふれています。最近で

は体表の温度を可視化するサーモグラフィーや体内を可視化する

超音波による診断装置など、ますます新しいテクノロジーが看護に

導入され始めています。本講座ではこのように以前とは少しずつイ

メージが変わってきている、特に機器やテクノロジーを活用した、近

未来の看護について紹介します。

共同研究講座

ウェルビーイング看護学

共同研究講座教授

松本　勝

共同研究講座講師

幅　大二郎

・プロジェクター、スクリーン、

マイク等の準備が必要

・対応可能時期：応相談

特になし 可 可

3 人間工学

人間工学とは人間とその周りの機械、道具、環境の適合性を考え

る学問です。現代社会での日常生活における様々な問題につい

て、人間の生物学的特性の理解を基盤としたアプローチで取り組

みます。

人間工学

教授　小林  宏光

・プロジェクター、スクリーン使

用
特になし 可 可

連絡事項：

石川県立看護大学 スケジュール等

ＨＰ https://www.ishikawa-nu.ac.jp/

前期:2/25　後期:3/12
受入が難しい日程

オープンキャンパス（予定）　夏:7/19　　秋：10/11　　　　大学祭（予定）　10/18

石 川 県 立 看 護 大 学
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